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研究成果の概要（和文）：本研究では、企業の社会的責任を果たす理念、及び関係的と集団的自己アイデンティ
ティの二つに焦点を絞って価値観の相互作用のメカニズムを探索した。理論的に、組織アイデンティティの中核
である「理念」に着目し、組織運営の上で異なる発展ステージごとに直面するアイデンティティ問題に対する理
念装置発動のプロセスとアイデンティティ形成のメカニズムについてのモデルを提示した。実証研究として、追
跡調査と事例研究を並行して進めて、理念を装置とするアイデンティティ・ワークのマネジメントのダイナミズ
ムを検証した。以上の研究を通じて、価値観の相互影響メカニズム及び従業員の組織行動との関連性を体系化す
ることができた。

研究成果の概要（英文）：This research explored the mechanism of values influences, focusing on the 
philosophy of corporate social responsibility, and relative and collective identities. In theory, 
focusing on the core organizational identity of management philosophy, I presented a model of 
activation of the device of philosophy and identity information in terms of identity issues faced at
 different developmental stages of organizations. As a series of empirical studies, I conducted both
 follow-up surveys and case studies to investigate the dynamism of the management of identity work 
based on the philosophy. Through the above research, I was able to present a model reflecting the 
mechanism of value influences and uncover the relationship with employees’ organizational behavior.

研究分野：経営学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
学術的には、価値観の相互作用のメカニズムという従来検討されていなかった分野において、理論モデルと実証
研究の双方に貢献することができた。理論モデルとして企業の発展段階に応じたモデルを提唱したことにも意義
があるものと考える。実証研究では、定量調査とケース・スタディ、更に企業レベルと個人レベルの両方から価
値観の相互影響の規定要因を探索した。社会的意義としては、今後の企業経営の実践における指針の役割を果た
すことが期待できる。組織、集団と個人レベルのアイデンティティ・ワークを通して、企業成長の原動力を牽引
するアイデンティティの軌道修正の具体的な判断事例を示すことができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
価値観は個人の組織行動を説明する重要な要素である(Barnard, 1938)。しかし、従業員間にお
ける価値観の相互影響メカニズムについての研究報告は少ない。従来の研究では、主に三つの文
脈に沿って価値観が研究されている。一つ目は組織文化論の分野における価値観のシンボル性
で、組織主導の文化の創出の重要性と強いリーダーの影響が主眼となっている(e.g. Schein, 
1985)。二つ目は“価値観の適合性”と呼ばれるアプローチの元で、従業員個人と組織・他者と
の価値観の融合により個人に対してどのような影響を与えるかという内容である(e.g. Kristof, 
1996)。三つ目は、個人の認知的側面から価値観をパターン化して（e.g. Schwartz, 1992）、価
値観の細分化を行い、個人の価値観の差異が組織施策の認識にどのように関連し行動に至るか
をモデル化するというものである。いずれの研究でも、価値観が従業員の行動と認知パターンを
理解するのに非常に重要な手がかりだと示唆されている。しかし同時に、長期的な価値観の性質
や従業員の相互作用のダイナミズムが見落とされているという問題も抱えている。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は三つである。まずは、従業員間の価値観の相互影響メカニズムを探索することで
ある。次に、価値観の相互影響が従業員の組織行動に及ぼす効果を明らかにすることである。最
後に、異なる価値観の衝突を個人の成長に導くためのマネジメント実践の提案を行うことであ
る。 
 
３．研究の方法 
(1)理論モデルの作成では、組織アイデンティティの中核である「理念」に着目し、組織運営の
上で異なる発展ステージごとに直面するアイデンティティ問題に対する、理念装置発動のプロ
セスとアイデンティティ形成のメカニズムについての理論モデルを提示した。 
 
(2)アンケート調査での追跡調査を行った。またミッション・アイデンティティとリーダーシッ
プを踏まえて、組織レベルの心理的資本、組織への意味付けと環境変化だけでなく、個人の心理
的資本、仕事への意味付け、アイデンティティ志向性・自己効力感と動機付けに関する調査も行
った。 
 
(3)ケース・スタディでは、オムロン、京セラと三井物産等を取り上げ、組織のアイデンティテ
ィ・ワークと従業員の価値観の相互影響メカニズムを検討した。 
 
４．研究成果 
(1)組織アイデンティティの中核である「理念」に着目し、組織運営の上で異なる発展ステージ
ごとに直面するアイデンティティ問題に対する、理念装置発動のプロセスとアイデンティティ
形成のメカニズムについての理論モデルを提示した。組織アイデンティティの研究視座を踏ま
えて、組織の発展段階で直面するアイデンティティ欠如、アイデンティティ曖昧、アイデンティ
ティ矛盾、アイデンティティ停滞とアイデンティティ喪失の五つの問題に分類した。さらに、こ
れらのアイデンティティ脅威に対して、理念の策定と公開、再解釈または精緻化、改定または刷
新など、装置の起動がいかにアイデンティティ問題の解決の糸口に繋がるかを分析した。最後に、
理念装置を中心とした組織アイデンティティ・マネジメントのモデルを提示しアイデンティテ
ィ主張の導出、アイデンティティ変化の促進、アイデンティティ危機の顕在化とアイデンティテ
ィ主張の正当化という四つのプロセスの関連性と、全体を通しての組織アイデンティティ・マネ
ジメントのダイナミズムを明らかにした。 
 
(2)東京在住の製造業とサービス業従業員を対象に追跡調査した結果、組織的 IW が内発的また
は社会的動機付けを介して関係的と集団的アイデンティティの構築に影響することが明らかに
なった。組織的 IW と社会的動機付けの関係は環境変化が激しいほど強くなるだけでなく、アイ
デンティティ構築に及ぼす間接効果も環境変化で調整される。しかし、組織的 IW と内発的動機
付けの関係における環境変化の調整作用は確認されなかった。環境変化が激しいほど、社会性
（他者を助けることなど）の意義が組織的 IW を通じてさらに明確になることから社会的動機付
けが高まるが、仕事の面白さと楽しさに繋がる理解が組織的 IW で増加することの限界も示唆さ
れた。  
 
(3)京セラとオムロンの事例研究を通じて、理念を装置とするアイデンティティ・ワークのマネ
ジメントのダイナミズムを調査した。一つ目は創業者による「アイデンティティ探索」である。
二つ目は「アイデンティティの実践」の段階となるが、創業者によるアイデンティティの探索の
結果が共通する言葉に表されて、企業活動の中で実践に移されながら具現化された。三つ目は、
「アイデンティティの確立」である。世界的知名度を高めることを目的として社名変更を行うと
同時に、自社が大切にしている六つの価値観を経営方針に定めた。このように理念の内容を拡充
することで「精緻化」が行われ、アイデンティティが確立される。四つ目は、「アイデンティテ
ィの進化」の段階である。組織の求心力を「創業家」から「企業理念」に転換して、歴史的遺産



を創造し、組織体としてのアイデンティティの新たな進化につながることを示した。 
 
(4)日米中の三ヵ国の比較研究を行い、組織に合う人材を求める日本企業の特徴を分析した。更
に、三井物産の事例を取り上げ、企業理念と価値がどのように組織の原動力として機能するかに
ついての分析を行った。また、21 世紀以降の日本企業に関する研究発表の中でアカデミックの
世界で注目されたものを整理して、日本企業の代表的な「京モデル」の分析を行った。特に、事
例分析を通して、創業者が失敗を恐れず果敢にチャレンジを重ねて、独自の技術・製品で市場を
大胆に作り上げただけでなく、労使対立等を克服して信頼をベースに成長したプロセスを経て、
戦略・市場・成長を支える思想・哲学の基盤こそが日本企業らしさであることが明らかになった。 
 
引用 
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